




数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・画像の符号化、画素（ピクセル）、色の3要素（RGB）　「AI基礎」（第２回）、「プログラミング入門」（第４回）
・データの圧縮と効率化　「AI基礎」（第２回）
・文字型、整数型、浮動小数点型　「プログラミング入門」（第５回）
・変数、代入、四則演算、論理演算　「プログラミング入門」（第５回）
・配列、関数、引数、戻り値　「プログラミング入門」（第７・12回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成 「プログラミング入門」（第6・13回）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル　「情報リテラシー」（第４・５・６・７・９・10・11回）、「データサイエンス2」（第12・13・14回）、
「データサイエンス4」（第５・10回）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習 「AI基礎」（第７・８回）、「データサイエンス4」（第１回）
・ディープニューラルネットワーク（DNN） 「AI基礎」（第９・10回）、「データサイエンス4」（第６回）
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル 「AI基礎」（第11・13回）、「データサイエンス4」（第２・３・４回）
・プロンプトエンジニアリング 「AI基礎」（第11・13回）、「データサイエンス4」（第７・８回）

社会・組織・個人の課題発見と解決のために、データサイエンス・AIを有効かつ安全に活用するための以下の能力と態度を身に付けることができる。
 (1)データの収集・分析を通じて課題を発見し、解決策を構想・表現する力
 (2)課題に応じて適切なAI技術を選択・活用し、解決のための仕組みを構築する力
 (3)データサイエンス・AIについて、生涯にわたって主体的に学び続ける態度
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大学等名

① 全学の教員数 132 人 （非常勤） 86 人

② プログラムの授業を教えている教員数 10 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

北陸大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

鈴木大助 経済経営学部教務委員長

経済経営学部教務委員会

鈴木大助 経済経営学部教務委員長

経済経営学部教務委員会規程

北陸大学では、全学的な教育編成の方針及び教育の質保証や質的向上に関する事項について審
議し、学長に意見を述べることを目的として、全学教務委員会を設置している。この委員会で決定さ
れた方針等に基づき、経済経営学部教務委員会では、学部における教育プログラムの設計、実施、
改善を行っている。「北陸大学データサイエンス・AI応用基礎プログラム（経済経営学部）」（以下「本
プログラム」）は、既存の「北陸大学データサイエンス・AI教育プログラム」をさらに発展させた上位プ
ログラムとして開始されており、学生が自身の専門分野における問題を発見・解決するために、デー
タサイエンスやAIを道具として活用できる能力を育成することを目指している。本プログラムの円滑
な実施と運営を確保するため、経済経営学部教務委員会は、実施計画の策定や修了証の発行など
の運営に関する事項を担当するとともに、自己点検・評価の実施及び改善策の検討等も行い、教育
の質的向上を継続的に追求する。

鈴木　大助　　経済経営学部教務委員長/経済経営学部マネジメント学科長・教授
志田　義寧　　経済経営学部経済学科長・教授
丸山　洋三　　経済経営学部マネジメント学科・准教授
斎藤　英明　　経済経営学部経済学科・准教授
佃　貴弘　　 　経済経営学部経済学科・准教授
篠原　史成　　経済経営学部マネジメント学科・講師
館野　浩司　　経済経営学部マネジメント学科・講師（プログラム担当者）
田部田　晋　　経済経営学部経済学科・講師（プログラム担当者）
江口　美保　　事務局・教学支援センター長
松本　明子　　事務局・教務課長
池田　真由美 事務局・教務課長補佐
伊勢　康平　　事務局・教務課主任
大田　雅美　　事務局・教務課職員

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 23%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 1,148

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

7% 15%

30% 32%

具体的な計画

2024（令和６）年度入学生から開始した本プログラムでは、「情報リテラシー」を1年次の必修科目とし
て開講し、「AI基礎」を1年次の履修指定科目としている。
履修ガイダンスでの周知に加え、「情報リテラシー」や「AI基礎」をわかりやすく、学びやすい授業とす
ることで、この分野への関心を高め、プログラムを履修する学生を増やしたいと考えている。

本プログラムは経済経営学部生を対象としているが、他学部の学生も受講可能にするため、以下の
取り組みを行っている。
・副専攻プログラムの取り扱いを明確にするため、各学部の履修細則を改訂した。
・本プログラムを全学の副専攻プログラムとして開講している。
・本プログラム構成科目のうち、リテラシーレベルプログラムにも含まれる科目については、全学部・
全学科でそれぞれ開講しており、希望する学生全員が受講可能である。クラスサイズ等に応じて、
所定の研修を受講したスチューデント・アシスタント（SA）を配置し、学習支援体制を整えている。
・リテラシーレベルプログラムに含まれない構成科目については、遠隔（オンデマンド）で実施するこ
とで履修の便宜を図っている。さらに、他学部の必修科目等と授業時間が重ならないよう、時間割の
調整も行っている。

本プログラムでは、以下の周知方法及び取り組みを行っている。
・学期毎の教務ガイダンスにおいて、周知している。
・データサイエンス・AI活用能力を専門知識・技能を構成する重要な要素と捉えているため、本プロ
グラム構成科目はすべて経済経営学部の専門教育科目群に位置付けている。これにより、プログラ
ムの履修を通じて修得した単位は、卒業要件である専門教育科目群の単位として認定され、学生の
履修動機の向上にも資する設計となっている。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本プログラムでは、以下のサポート体制を構築し、実施している。
・本プログラム構成科目のうち、リテラシーレベルプログラムにも含まれる科目については、全学部・
全学科でそれぞれ開講しており、希望する本学学生全員が受講可能である。クラスサイズ等に応じ
て、所定の研修を受講したスチューデント・アシスタント（SA）を配置し、学習支援体制を整えている。
・リテラシーレベルプログラムに含まれない構成科目については、遠隔（オンデマンド）で実施するこ
とで履修の便宜を図っている。さらに、他学部の必修科目等と授業時間が重ならないよう、時間割の
調整も行っている。
・受講生からの質問にはMicrosoft Teamsやmanabaで随時対応しているほか、各授業担当教員が週
２回設けているオフィスアワーにおいて、対面での質問対応も行っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

学習指導方法や質問を受け付ける仕組みは、以下のとおりである。
・プログラム構成科目を担当する教員のオフィスアワーで質問を受け付ける。
・「情報リテラシー」では、15回の授業時間以外に、スチューデント・アシスタント（SA）と担当教員グ
ループによるサポート回を対面にて別途設定し、学修支援体制の充実に努めている。
・Microsoft Teamsやmanabaでの質問は随時受け付けている。
・情報推進課の窓口に常時「ヘルプデスク」を開設し、学生アルバイトとともに技術的な質問対応や
ノートPC修理時の貸出対応を行っている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 北陸大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 鈴木　大助 （役職名） 経済経営学部教務委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

プログラムの履修・修得状
況

北陸大学データサイエンス・AI応用基礎プログラム（経済経営学部）は、経済経営学部において、「北陸大学データサイエ
ンス・AI教育プログラム」の情報リテラシー科目と統計学入門科目を含む、６科目・12単位を修得した学生に対し修了証と
してオープンバッジを発行するものである。プログラム開始初年度である2024（令和６）年度は、「情報リテラシー（必修科
目）」、「AI基礎（履修指定科目）」及び「プログラミング入門（選択科目）」として開講した。本プログラムは、複数年プログラ
ムとなっており、2025（令和７）年度に「データサイエンス2（履修指定科目）」「データサイエンスのための数学（選択科
目）」、2026年度（令和８）年度に「データサイエンス4」を開講することとしている。
2024（令和６）年度の履修・修得状況は以下のとおりである。
※ 2024（令和６）年度において「データサイエンス2」「データサイエンスのための数学」「データサイエンス4」は未開講

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

学修成果

本学のデータサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）にも含まれる科目「情報リテラシー」においては、
Salesforce社のビジュアル分析ツールである Tableau を採用しており、学修アンケートでは「Tableau セクションに意欲的に
取り組んだ」という設問において「とてもあてはまる」、「あてはまる」と回答した割合は96.7%と昨年度の94.0%から更に増加
した。「Tableau セクションに満足した」という設問においては90.7%となっている。これらを踏まえ、データサイエンスに主体
的に取り組む姿勢が高くなったと評価できる。また、情報リテラシー科目の単位を修得した学生有志が、学外のコンテスト
「Tableau 分析 AWARD 2024」に出場して審査員から高く評価された。また90日間の学習が必要となる社会人でも認定さ
れるのが非常に困難だといわれている「DATA Saber」に３名の学生が認定された。これらの活躍を受け、非常に名誉なこ
とに米国 Salesforce から Tableau Academic Ambassador に学生４名、教員１名が選出された。
この科目の他、北陸大学データサイエンス・AI応用基礎プログラム（経済経営学部）の科目群について、学修アンケートか
ら学修成果を見てみると、学修目標の達成度についての学生による自己評価が７割を超えるものの割合は、「情報リテラ
シー」 70.4%、「AI基礎」 56.6%、「プログラミング入門」 69.5% であった。また、履修について満足した（「強くそう思う」または
「そう思う」）ものの割合は、「情報リテラシー」 81.1%、「AI基礎」 63.9%、「プログラミング入門」 78.0% であった。学修アンケー
トには他学生への推奨度を問う項目を設けていないが、自由記述欄には、「この後も AI について引き続き学んでいきた
い」という趣旨の前向きな回答が記述されており、一定の満足度と関心の高さがうかがえる。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

「情報リテラシー」では、担当教員とSA（スチューデント・アシスタント）によるミーティングを週１回実施し、そこで出た意見を
授業教材及び運営に随時反映させている。このように、学生の理解度を高める工夫・改善に努めている。
「AI基礎」では、最終課題レポートとして、授業で学んだAI技術を応用し身近な問題を解決するための方策をプレゼンテー
ションさせた。その結果、今まで学んだことを自分たち自身の問題に引きつけて、より有機的なつながりを持って捉えられ
るようにになり、さらには社会との関わりを持つということが実感できるようになった。また、引き続きAIについて学び続けて
いきたいという意欲の向上にもつながったという趣旨の回答も得られた。
「プログラミング入門」では、2024（令和６）は HTML、CSS、JavaScript による Web プログラミングを題材とし、視覚的にわ
かりやすいアプリ作成に取り組んだ。学生からは独学では難しいプログラミングができるようになった、楽しみながら達成
感が得られた、プログラムの仕組みが理解できるようになった、難しいことにも最後まで取り組む力が身についた、もっと学
びたいなどの感想が得られ、より高い段階への学びへの橋渡しができた。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

「情報リテラシー」は全学部・学科で必修科目であることから、授業内アンケートにおいて後輩学生への推奨といった設問
を設定していないが、「今後もデータ分析について学びたい」という設問では「とてもあてはまる」「あてはまる」と回答した割
合76.5%、「将来の仕事においてデータ分析を活用したい」という設問では 71.6%、「データ分析を仕事にしたい」という設問
では 48.5%と、３年連続で非常に高い割合となっている。
学修アンケートには他学生への推奨度を問う項目を設けていないが、「AI基礎」の受講学生からは、「情報リテラシー」と同
様に「この後も AI について引き続き学んでいきたい」という趣旨の前向きな感想が得られており、一定の満足度と関心の
高さがうかがえる。
2026年度（令和８）年度に「データサイエンス4」が開講された際には、後輩学生等他の学生への推奨度についてもアン
ケート調査する予定である。

2024（令和６）年度入学生から開始した本プログラムでは、「情報リテラシー」を１年次の必修科目として開講し、「AI基礎」
を１年次の履修指定科目としている。
履修ガイダンスでの周知に加え、「情報リテラシー」や「AI基礎」をわかりやすく、学びやすい授業とすることで、この分野へ
の関心を高め、プログラムを履修する学生を増やしたいと考えている。

自己点検・評価について

経済経営学部教務委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
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学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育内
容を継続的に見直すなど、よ
り教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があれ
ば記載

本プログラムは、2024（令和６）年度に開始し、本プログラムを修了した卒業生の輩出は2027(令和９）年度となる。そのた
め、本プログラム修了者の進路調査や活躍状況、企業からの評価は実施していない。具体的な評価方法については、今
後検討を行う。

本プログラムは、2024（令和６）年度に開始したばかりであるが、そこに含まれるリテラシーレベルのカリキュラムは、他大
学等の規範となりステークホルダーから支持される先導的で独自の工夫・特色があるプログラムとしてプラス選定されてい
る。プラス選定における評価ポイントは「先導的な取組を実施、文系・理系を問わず学生の学習意欲の向上を図っている」
ことで、ソースコードを要さないノーコードツールの採用、教室内反転学習の実施、分析コンペティションの開催、連携企業
との授業実施を通じて学生講評や表彰の実施、キャンパス内売店の販売データを分析、オープンエデュケーション教材の
公開、の６項目が挙げられている。
また、リテラシーレベルのカリキュラムについて、2024（令和６）年度ではヒューマンネットワーク高専、第 14 回 Tableau 大
学ユーザー会、Japan Tableau User Group 総会等において本プログラムの紹介を行い、他に類例のない教育を実践して
いるという意見を得ることができた。また日本私立大学協会の機関紙である教育学術新聞において「北陸大学リテラシー
レベルプラスに選定された DS 教育」という記事が、また公益社団法人私立大学情報教育協会の機関誌『大学教育と情
報』において「北陸大学のデータサイエンス・AI 教育プログラム」という記事が掲載された。

本プログラムが包含するリテラシーレベルの科目「情報リテラシー」において、学修アンケートでは、「あなたは、この授業を
履修して満足しましたか」という設問に「強くそう思う」「そう思う」と回答した割合は 81.1% であり、数理・データサイエンス・
AI への「学ぶ楽しさ」「学ぶ意義」を理解させることは、一定程度達成することができた。これは使いやすい Tableau をツー
ルとして選定したこと、売店の実データや大学で実施した学生調査アンケートの匿名データを活用することで、学生生活に
おける身近なテーマを設定し、授業設計を行ったことによるものと考える。AI に関しては Google の Teachable Machine を
用いた教師あり学習のグループ演習を行うことで、実践的に理解を深める設計としている。加えて、受講生の質問に対し、
担当教員及び SA が丁寧に回答を行うとともに、操作部分の演習については動画を作成していつでもそれを見ながら取り
組めるように工夫している。
また株式会社 NTT データ北陸と、北陸 Tableau ユーザーグループを立ち上げ、2024 年３月から５ 回のユーザー会を開
催した。ユーザー会において学生が活躍する社会人と交流することで、データサイエンスを学ぶことの楽しさや、その意義
を直接体験することができている。
リテラシーレベル部分に含まれない科目「AI基礎」においても、実習では、実際の最新データを用いることで、学生がより身
近に学びの意義を実感できるよう工夫している。また、最新の手法やライブラリを取り入れることで、今後も学生自身が主
体的に学び続ける力を育むことを目指している。

　学生数が多い科目については複数クラスを開講する等、１クラスのサイズを適正に設定し、授業を展開している。複数ク
ラス開講の科目においては、授業内容に一貫性を持たせ、クラス間で内容や水準に齟齬が生じないよう、密に担当教員間
で連絡をとり、SAが配属される科目においては、週１回の担当教員と SA によるミーティングを実施し、そこで出た意見を
授業教材や授業運営に随時反映し、より「分かりやすい」授業を実施している。
　学修アンケートの結果や学生の学修到達度等をふまえ、2025（令和７）年度から、データエンジニアリングに関する内容
の一部を「AI基礎」から「プログラミング入門」に移行する。これにより、「AI基礎」の実習時間を十分に確保するとともに、
「プログラミング入門」でデータエンジニアリングの実習も扱い、データ・AIの実践的な活用能力を一層強化する構成へと見
直しを行っている。さらに、社会の変化や生成AIをはじめとする技術の発展を踏まえ、最新の事例、および、手法・ライブラ
リを積極的に演習に取り入れ、教育内容の継続的な見直しと向上に努めている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等の
評価

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見
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科目名 情報リテラシー Ａクラス
ナンバリングコ

ード
DAI101

配当年次 1 開講期 2024年度 前期 授業方法分類 講義　 科目分類 必修　

単位数 2.0 担当教員名 田尻　慎太郎 所属 経済経営学部　

授業の目的

と概要

【目的】

「情報リテラシー」とは、大学での学修や社会で仕事を行う際に必要となるPCの操作方法に関するスキル
であるとともに、PCやネット上の情報を活用、分析できる力（情報収集→情報分析→課題発見→構想→表
現）のことである。

【概要】

本科目では、そのような「情報リテラシー」を身につけるために、PC本体やソフトウェア、インターネッ
トに関する基本的な概念や操作方法を、実際にPCを操作しながら理解に努める。
北陸大学では2022年度から「北陸大学データサイエンス・AI教育プログラム」を開始し、各学部学科に設
置された情報リテラシー科目と統計学入門科目の両方に合格すると、オープンバッジによる修了証が授与さ

れる。

【特徴】

本授業では、世界No.1のCRM企業であるセールスフォース社と連携し、ビジネスデータ分析ツールとして
最もよく利用されているTableau Desktopを用いた学習や演習を実施する。
授業内に全学部学科の情報リテラシー科目履修者を対象に実施する「Tableau分析コンペティション」で
は、太陽が丘キャンパスのカフェテリアの運営企業（株式会社太陽アソシエイツ）から売上げデータの提

供を受け、新型コロナウィルスによるビジネス環境の変化といった課題についての分析を行う。

授業では佐藤豊氏（前セールスフォース・ジャパン株式会社執行役員 Tableau統括カントリーマネージャ
ー）と、津久井浩太郎氏（ヴェルク株式会社取締役）によるビデオ講演　を実施する。

カリキュラムマップ

到達目標

1．PCの仕組みを理解し、基本的なPCの操作ができる。
2．レポート作成やコミュニケーションに問題がない程度のタッチタイピングができる。
3．クラウドの仕組みを理解し、WordやExcel、PowerPointなどを活用した情報共有、共同編集ができる。
4．情報モラルと情報セキュリティのリスクを理解し、マナーを守ってインターネットを利用できる。
5．データを用いた可視化や分析をし、発表資料を作成できる。

準備学習

（予習・復

習等）

課題はその都度指示する。

課題はすべてLMSに提出し、自身の課題提出状況を把握できるようにする。
毎週平均1時間の時間外学習が必要となる。

授業方法

・授業は教室で実施する

・授業資料の配付、課題の提出、質問はMicrosoft Teamsを用いる。
・サポート役のSA（スチューデント・アシスタント）がいるので、質問がしやすい。
・授業時間前にノートPCを必ず充電しておくこと。
・ノートPCが修理中や忘れた場合は、2号館2階の情報推進課で貸出ノートPCを借りてきて受講すること
・グループワークやディスカッション、プレゼンテーション、ピアレスポンスなどのアクティブラーニング

を取り入れた授業が中心となる。

・適宜、オープンに公開されている教材を利用する　

成績評価の

基準・方法

【評価項

目】【割合

（％）】

①各回の提出課題（40
点）

②ユニット課題(10点×3
回)
③最終課題（20点）
④タイピング（10点）　

評価項目の

具体的内容

①授業内で作成する小課題等の提出によって評価する。授業時間内に

終わらない場合は宿題とする。

②ユニットごとに設定される課題を評価基準にもとづいて評価する。

③最終レポート課題を評価基準にもとづいて評価する。

④タイピングテストの得点にもとづいて評価する

課題はなるべく自動採点し、翌週の授業でフィードバックを行う。

実務経験の

ある教員に

よる授業科

目

履修条件・

受講生への

アドバイス

・教材の配布や課題の提出は、すべてMicrosoft Teamsで行う。
・課題の提出はTeamsの課題機能を用いる。それ以外の方法での提出は認めない。
・可能な場合は各回の授業を録画し、授業後にTeamsで視聴できるようにする。
・授業出席の時間厳守、課題提出の締め切り時間厳守を徹底すること。　

https://drive.google.com/file/d/1FAL79GAu6kS10sodaUUfN1h-jHcCuETj/view


他の科目と

の関連

・北陸大学では基礎ゼミナールをはじめ、多くの授業でノートPCを活用する。本授業は、大学の授業の基
礎となるデジタル時代の「筆記用具」をマスターするための授業である。

・「北陸大学データサイエンス・AI教育プログラム」を構成する2科目のうちの1科目である。2科目とも合
格すると修了証を授与される。

・北陸大学生として4年間必要となる情報リテラシーをこの授業で身につける。他の授業は、それが身につ
いているものとして今後実施されていく。他の授業でシステムを使うのにいちいち説明はされないので、こ

の授業でしっかりと身につけること。

教科書 なし。オリジナル教材を毎回使用します。

参考書・参

考文献
なし　

授業計画

（第１回）

情報ガイダンスの補足

・ノートPC基本操作
・タッチタイピング

・情報リテラシーアンケートの実施　

授業計画

（第２回）

Gmailの使い方
Teamsの使い方
Tableau Desktopのインストール　

授業計画

（第３回）

Wordによるミニレポートの作成
学内での印刷

【データサイエンス・セクション】

佐藤豊氏（前Tableau Japanカントリーマネージャー）によるビデオ講演
「「データ時代：Data People is Everyone」」　

授業計画

（第４回）

ミニフィールドワークの結果をPowerPointで共同編集
【データサイエンス・セクション】

Tableau演習①
1．Tableau Desktopの起動
2． データソースへの接続
3．基本操作

授業計画

（第５回）

ノートPCの設定確認
クラウドドライブの設定

【データサイエンス・セクション】

Tableau演習②
4．時系列データの可視化と二重軸　

授業計画

（第６回）

情報モラル

情報セキュリティ

【データサイエンス・セクション】

Tableau演習③
5．クロス集計と表計算
6．地図表現　

授業計画

（第７回）

AIとは何か
AIの留意事項
AI体験
【データサイエンス・セクション】

Tableau演習④
7．散布図
8．ダッシュボード、ストーリーの作成
Tableau分析コンペティション課題発表　

授業計画

（第８回）

50％アンケートフォームの作成
【データサイエンス・セクション】

・津久井浩太郎氏によるビデオ講演（ヴェルク株式会社）　

授業計画

（第９回）

クラス内世論調査アンケートフォームの作成

【データサイエンス・セクション】

・Tableau分析コンペティション グループレビュー

授業計画

（第１０

回）

世論調査アンケートデータの分析

【データサイエンス・セクション】

・Tableau分析コンペティション 最終発表

授業計画

（第１１

回）

世論調査分析結果の発表資料をPowerPointで作成　



授業計画

（第１２

回）

Excelによるタイピングデータの分析①
【データサイエンス・セクション】

Tableau分析コンペティション表彰式　

授業計画

（第１３

回）

Excelによるタイピングデータの分析②　

授業計画

（第１４

回）

Wordを用いたデータ分析レポートの作成（最終課題）　

授業計画

（第１５

回）

・タイピング分析レポート（最終課題）のピアレビュー

・タイピング最終テスト　

授業計画

（第１６

回）



https://drive.google.com/file/d/1FAL79GAu6kS10sodaUUfN1h-jHcCuETj/view




https://drive.google.com/file/d/1FAL79GAu6kS10sodaUUfN1h-jHcCuETj/view


https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/index.html
https://www.amazon.co.jp/%E4%BB%A4%E5%92%8C5%E5%B9%B4%E7%89%88%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%9A%E4%BF%A1%E7%99%BD%E6%9B%B8-%E7%B7%8F%E5%8B%99%E7%9C%81-ebook/dp/B0C9LQ21M8


https://drive.google.com/file/d/1eReL-L4RJnuRC0z7tbUahZgU9bWJdobE/view




https://drive.google.com/file/d/1eReL-L4RJnuRC0z7tbUahZgU9bWJdobE/view
https://drive.google.com/file/d/1FAL79GAu6kS10sodaUUfN1h-jHcCuETj/view


https://bookplus.nikkei.com/atcl/catalog/24/09/11/01601/
https://chokkan.github.io/python/index.html
https://utokyo-ipp.github.io/
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